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§8 実 験結果

せん断破壊の様相は ,本体普通配合と同じ(a l支柱類似破舞 (S t r ) , ( b lせん断圧縮破壊

引 張 破 壊 ( S T ) , l a l せん 断 圧 縮 引 張 同 時 破 壊 ( S C & S T ' の 傾 向 を 示 し て お り ,表 2の よ う

b , S e r i e s l t 表 - 2破 壊 様

写 真   破 壊 状 況 の 1例 はりの種類

鉄筋砕 石

ば   り

鉄筋ノンパ

鉄筋軽 量

ば   り

計

a / d‐1 1 1の 場 合 , S T破 壊 0と S c破 壊 “)であ

り 0 8 8の 場 合 , S t r破 壊 0 )が多 く S T破 壊 が これ

につ ぎ , S C & S T破 壊 ●)と なつ てい る。 次 に 0 0 r i晶

1で , 1 1 1の 場 合 , S T破 壊 ( 6 )とS C & S T破 壊 ( 6 ) ,

0 8 3の 場 合 , S T破 壊 0 ) , S O & S T破 壊 “)と なつ て

い る。

す な:わち ,何 れ も S T破 壊 か また は S C & S T破 壊が

多 く ,破 壊 様 相 を示 してい る。本 実 験 では S h e a r  e p a nに余 り関係 は ない よ うで あ る。

次 にせ ん 断 耐 力 につ い ては ,従 来 の 計算 に よ り , S〒 l d嬢 , A W‐ 1 2 7 2昴 , C a = 1 4 0 0 % , b = 1 4い と

す る と , 垂 直 ス タ ー ラ ッ プ ば りで す コ 1 2 7 磁 , 傾 斜 ス ィ
ー ラ ィ ブ ば り で ク ー 1 7 9 懸 ( S O r i e d  I ) , 9 年8 6 8

%〈S O r i。。1 )と なる。 しか しなが ら ,表 - 3の 如 く ,最 大破壊時に於けるせん断応力は何れ も,臨詳

4 0 %以上 を示 してお り ,破 壊時に対 して充分 な安全率を もつていることを示 してい る。

次にスターラツプの応力については ,ス トレ■ングージに

よる1 1定に よれば ,各 種実験ば ,共 ,設 計荷■をは るかに上

言わ る場合で も ,傾 斜スタ=ラ ツプ (せ ん断鉄筋 )に は大 き

な引張応力は生 じてい ない。測定値は何れ もモ= 7 0 0～ 9 0 0 %

程度であ り ,本 実験に於い ては垂直スターラツプ ,傾 斜スタ

ーラツプ共 ,何 ら桁の耐有力に寄与 していない こと、を示 して

いる。これは , L o o n h a r a tの実験 ` 1 )に於いて も示 されてぉ り ,

せん断鉄筋が働 くよぅになるのは曲げによつて生 した コンク リ∵ 卜の轟裂 がせん断籠裂に成長 し ,も

はやテーチ作用に よつて荷重が支え られな くなつてか らと考え られる。故に , ,いま破壊荷重 に設計荷

;『lili旗ふよをlil[I][i[重≦二重壼l[1:il[[[i;iliili考電li[
コンク ッ

ー トで 亀rギ 了
σ2 8 ,鉄 筋 プ レパク トー トでお r¬キ

・2 8 ,鉄 筋軽 量 コ ンク リー トで いr =寺σ2 8

位 となつ てい る。

( 1 )

,こ "式 “Dio Verminderte Schubaoc歯 ュng bOi Stah■ betorl― Tra日 ,Orkon"Loo■ ha rat,P, Der BauingeniOur,40

」ahrg., Janり  1965.

( S C ) , ( 0せん 断

であ る。 す なわ

相
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表-5 破 壊時におけるスターラ'プの応カ
(平均値)%

は り の 種 類 8 € r 1 6 e  I g e r 1 6 s  n

鉄 筋 砕 石 ば り

鉄筋プンパタトばり

鉄 筋 軽 量 ば り

一
〇

4 版 _

18--2

●


